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1 序論

1.1 研究背景

従来の教師と学習者による対面型授業に対して，eラー

ニングシステムの利用を加えた Blended Learningによる

授業形態が普及している．Blended Learningによる授業

では，教師がWeb上に学習コンテンツを構築する．学生

は教師から説明と指示を受け，インターネット端末を通し

て学習コンテンツを閲覧しながら授業を進める．

この授業形態において，教師が eラーニングシステムと

してWikiを利用する機会が増えている．[3][2] Wikiは閲

覧者が HTMLの知識がなくてもページを作成することが

可能であり，インターネット上における学習コンテンツの

構築が容易である．教師は学習者の学習しやすいように

学習コンテンツを改善する際に，Wikiのページの編集を

することにより簡単にWebページを修正することができ

る．しかし，教師が作成したWikiのページを修正するに

は，各学習者の学習状況を把握することが望ましい．その

ため，その情報がなければ，教師はWikiのページをどの

ように改善すれば良いかわからないという問題がある．

上記の問題を解決するために本稿では，学習者が演習中

に利用したWeb閲覧履歴に着目する．Blended Learning

による授業において，学習者は授業中に発生する疑問を

Web を用いた調べ学習によって，教師の個別指導に頼ら

ず解決することができる．このような環境において学習

者が利用したWeb閲覧履歴は，学習コンテンツの不足す

る部分を補う情報として有効活用することができる．

1.2 研究目的

本研究では，授業コンテンツの教師による改善を支援す

るシステムを開発する．開発するシステムは渡邉らが開

発した学習者の演習中のWeb閲覧履歴を収集するシステ

ム [4] と，学習コンテンツとして利用する MediaWiki[1]

のコンテンツを利用する．
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2 提案手法

学習者の演習中のWeb閲覧履歴を可視化し，その結果

から得られる検討方法を提案する．

2.1 学習者のWeb閲覧履歴の可視化

実際の授業で収集した Web 閲覧履歴と授業コンテン

ツとして利用されているMediaWikiのコンテンツを使用

し，学習者の学習状況の可視化を行った．

対象授業は青山学院大学で開講しているプログラミン

グ実習とする．この講義は Java プログラミングを中心

とする授業であり，学習者がMediaWiki上に構築された

演習コンテンツを閲覧しながら課題を進める講義内容で

ある．

2.1.1 学習者のWiki閲覧グラフ

学習者が演習中に閲覧したWikiのページを時系列順に

グラフで可視化した．グラフの各ノードには，学習者がア

クセスしたWiki のページタイトルと，タイムスタンプ，

利用した検索語が表示される．これにより，学習者は一旦

作業を終えると，Wikiページ間リンクではなく，ブラウ

ザの戻る機能を利用して作業中のページから一度トップ

ページに戻ってから，作業を繰り返し行うことが多いとい

うことがわかった．

2.1.2 検索語履歴群

授業日毎に演習授業中に学習者が利用した検索語を表

示した．

2.2 問題

前述の可視化により以下の問題点が挙げられた．

1. 各学習者は自分が次にどのページで作業すべきかが

分からないという状況が発生している．

2. 各学習者の学習状況と検索履歴を把握するだけでは，

教師はWikiの各ページを改善するために情報をまと

めることが難しい．

1 に関しては，教師は学習者がWebからの調査・学習

に行き詰らないように，Wikiページ内に適切なリンクを

作成することで解決できる．
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2の問題に対処するためには，教師がWikiの各ページ

毎に演習授業中の学生のWeb閲覧履歴から得られる情報

を把握することにより，Wikiの各コンテンツを改善する

ことができると考えられる．

2.3 システムの提案

前述した問題を解決するシステムを提案する．

2.3.1 システムの構成

本システムは図 1 のように中継サーバと教師用のモニ

タリングインターフェース，MediaWiki サーバで構成さ

れる．中継サーバでは学習者が演習中に利用したWeb閲

覧履歴をリアルタイムにデータベースに保存する．本シ

ステムはこのデータベースに保存された Web 閲覧履歴

と，MediaWiki サーバのデータベースに保存されたコン

テンツを可視化する．教師は可視化した情報をモニタリ

ングインターフェースを通して閲覧することができる．

DB

図 1 システム構成図

2.3.2 システムの実装

本システムはMYSQLと PHP，PHPの PEARライブ

ラリである GraphVizとタグクラウドを用いて実現した．

2.3.3 システムの機能

システムには以下の機能がある．

Wiki内のページアクセスランキングの表示

授業日毎に学習者が利用したWikiの各ページをアク

セス数の昇順に表示する．表示されたページタイト

ルをクリックすると，指定されたページでの検索語一

覧表と，ページアクセス関連図を閲覧できる．

ページ毎に利用された検索語の表示

指定されたWikiのページで，学生がWiki外で検索

した検索語一覧を表示する．各検索語をクリックす

ると，学習者の閲覧した検索結果を表示する．

ページアクセス関連図の表示

ページアクセス関連図では指定されたWikiのページ

からのアクセス状況を可視化し，図 2の無向グラフの

ように表示する．無向グラフでは中心ノードに教師

が指定したWikiのページを，それ以外のノードには

指定されたWiki のページからアクセスされたWiki

のページがラベル付けされる．ノードを繋ぐ各エッ

ジの長さは指定されたページからのアクセス数で決

定され，アクセス総数の多いページほどエッジの長さ

が短くなる．指定されたWikiのページ内にWikiの

内部リンクが存在しているノードは赤枠でノードが

表示される．

図 2 ページアクセス関連図

本システムの各機能により，教師はWikiの各ページ毎

に学習者のWeb閲覧履歴から得られる学習者の学習状況

を把握することができる．これにより，教師は学習コンテ

ンツの不足する部分を補う形で，Wikiのページを編集す

ることができる．機能の一つであるページアクセス関連

図は，学習者の学習状況を考慮し，それに適したリンクを

Wikiに作成するのに有用であると考えられる．

3 結論

本研究では学習者のWeb閲覧履歴を利用し，教師によ

るWiki のページの編集を支援するシステムを開発した．

これにより，学習者の学習状況を考慮した上での教師によ

る学習コンテンツの拡充を期待できる．

本システムは，教師が電子講義ノートとして Wiki の

ページを編集し，学習者がWikiを閲覧しながら演習授業

を行う状況を想定している．そのため，このシステムは

Wikipediaのように，共同編集作業の環境として多人数で

Wikiを利用するグループ作業には対応できていない．今

後，Wikiを共同編集する環境において，Web閲覧履歴を

活用する手法を検討する必要がある．
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